






An Outline on the Papers Printed in the Journal ofthe Japan Prosthodontic Society
-Especially on the transition in esthetic crown prosthesis-


















































































































































S32 1 1 16 0．5％ 16 0．5％
S33 2 2 35 1．2％ 51 1．7％
S34 3 2 36 1．2％ 87 2．9％
S35 4 2 31 1．0％ 118 3．9％
S36 5 2 27 0．9％ 145 4．8％
S37 6 2 24 0．8％ 169 5．6％
S38 7 2 28 0．9％ 197 6．5％
S39 8 2 24 0．8％ 221 7．3％
S40 9 2 22 0．7％ 243 8．0％
S4110 2 24 0．8％ 267 8．8％
S4211 2 22 0．7％ 289 9．5％
S4312 2 29 1．0％ 318 10．5％
S4413 2 13 0．4％ 331 10．9％
S4514 2 14 0．5％ 345 11．4％
S4615 2 32 1．1％ 377 12．5％
S4716 3 36 1．2％ 413 13．7％
S4817 4 47 1．6％ 460 15．3％
S4918 4 37 1．2％ 497 16．5％
S5019 4 58 1．9％ 555 18．4％
S5120 4 52 1．7％ 607 20．1％
S5221 3 51 1．7％ 65821．8％
S5322 4 64 2．1％ 722 23．9％
S5423 4 56 1．9％ 778 25．8％
S5524 4 57 1．9％ 835 27．7％
S5625 4 72 2．4％ 907 30．1％
S5726 6 100 3．4％ 100733．5％
S5827 6 95 3．2％ 110236．7％
S5928 6 100 3．4％ 120240．1％
S6029 6 107 3．6％ 130943．7％
S6130 6 114 3．8％ 142347．5％
S6231 6 125 4．2％ 154851．7％
S6332 6 132 4．4％ 168056．1％
H1 33 6 139 4．7％ 181960．8％
H2 34 6 123 4．1％ 194264．9％
H3 35 6 134 4．5％ 207669．8％
H4 36 6 136 4．6％ 221274．0％
H5 37 6 133 4．5％ 234578．5％
H6 38 6 132 4．4％ 247782．9％
H7 39 6 133 4．5％ 261087．4％
H840 6 138 4．6％ 274892．0％
H9 41 6 113 3．8％ 286195．8％

















































































































































































































S32（1） 5（27．8） 1（5．6） 3（16．7） 0（0．0） 2（11．1） 1（5．6） 3（16．7） 3（16．7） 18（100．0）
S33（2）19（30．2） 6（9．5） 8（12．7） 2（3．2） 2（3．2）7（11．1）10（15．9）9（14．3） 63（100．0）
S34（3）14（22．6）9（14．5） 8（12．9） 1（1．6） 2（3．2） 10（16．1）8（12．9） 10（16．1）62（100．0）
S35（4）15（28．3）7（13．2） 2（3．8） 2（3．8） 1（1．9） 12（22．6）8（15．1） 6（11．3）53（100．0）
S36（5）12（25．0）8（16．7） 6（12．5）2（4．2） 1（2．1） 6（12．5） 8（16．7） 5（10．4） 48（100．0）
S37（6）13（29．3）6（13．6） 3（6．8） 2（4．5） 0（0．0）11（25．0） 7（15．9）2（4．5） 44（100．0）
S38（7）15（28．3） 7（13．2） 6（11．3） 1（1．9） 0（0．0） 8（15．1） 9（17．0）7（13．2） 53（100．0）
S39（8）12（27．9）6（14．0） 4（9．3） 1（2．3） 0（0．0）12（27．9） 6（14．0）2（4．7） 43（100．0）
S40（9）10（22．7）7（15．9） 5（11．4）3（6．8） 1（2．3） 5（11．4） 9（20．5） 4（9．1） 44（100．0）
S41（10）10（22．2） 5（11．1） 8（17．8） 1（2．2） 1（2．2） 11（24．4）6（13．3） 3（6．7） 45（100．0）
S42（11） 7（17．9） 5（12．8） 6（15．4） 0（0．0） 0（0．0）12（30．8） 5（12．8）4（10．3） 39（100．0）
S43（12）11（25．0）3（6．8） 9（20．5） 2（4．5） 1（2．3）5（11．4） 7（15．9）6（13．6） 44（100．0）
S44（13） 5（19．2） 3（11．5） 4（15．4）0（0．0） 0（0．0） 4（15．4） 7（26．9） 3（11．5）26（100．0）
S45（14） 3（12．5） 4（16．7） 6（25．0） 1（4．2） 0（0．0） 7（29．2） 1（4．2） 2（8．3）24（100．0）
S46（15） 7（12．7）11（20．0）11（20．0）0（0．0） 0（0．0） 9（16．4） 7（12．7）10（18．2） 55（100．0）
S47（16） 7（12．1）11（19．0）19（32．8）2（3．4） 0（0．0）12（20．7）4（6．9） 3（5．2） 58（100．0）
S48（17） 5（6．8） 15（20．5）16（21．9） 1（1．4） 0（0．0）23（31．5）5（6．8） 8（11．0） 73（100．0）
S49（18） 7（11．9） 8（13．6） 16（27．1）0（0．0） 0（0．0） 17（28．8）6（10．2） 5（8．5） 59（100．0）
S50（19）12（12．8）12（12．8） 26（27．7）3（3．2） 0（0．0） 23（24．5）11（11．7）7（7．4） 94（100．0）
S51（20）16（18．6）12（14．0）14（16．3）5（5．8） 0（0．0） 20（23．3）5（5．8） 14（16．3） 86（100．0）
S52（21） 8（9．6） 9（10．8） 21（25．3）0（0．0） 0（0．0）32（38．6）4（4．8） 9（10．8） 83（100．0）
（）％
表3－2：分野別論文数






S54（23）15（17．0）5（5．7） 28（31．8）1（11．0） 0（0．0） 27（30．7）7（8．0） 5（5．7） 88（100．0）
S55（24）13（14．8）7（8．0） 32（36．4）0（0．0） 0（0．0）22（25．0）4（4．5） 10（11．4） 88（100．0）
S56（25）15（13．0）13（11．3） 29（25．2）1（0．9） 1（0．9） 30（26．1）6（5．2） 20（17．4）115（100．0）
S57（26）26（16．4）25（15．7） 35（22．0）1（0．6） 0（0。0） 42（26．4）5（31．0）25（15．7）159（100．0）
S58（27）30（20．5）15（10．3） 34（23．3）2（1．4） 0（0．0） 45（30．8）6（4．1） 14（9．6）146（100．0）
S59（28）18（11．0）23（14．1）38（23．3）3（4．8） 2（1．2） 48（29．4）9（5．5） 22（13．5）163（100．0）
S60（29）20（12．4）19（11．8）57（35．4）2（1．2） 2（1．2）31（19．3）5（3．1） 25（15．5）161（100．0）
S61（30）21（12．0） 28（16．0）34（19．4）6（3．4） 1（0．6） 53（30．3）12（6．9）20（11．4）175（100．0）
S62（31）30（14．9）25（12．4） 45（22．3）4（2．0） 3（1．5） 55（27．2）16（7．9）24（11．9）202（100．0）




H4（36）27（12．6）20（9．3） 67（31．3）5（2．3） 4（1．9） 53（24．8）10（4．7）28（13．1）214（100．0）
H5（37）26（12．3）20（9．5） 54（25．6）9（4．3）13（6．2） 55（26．1）7（3．3） 27（12．8）211（100．0）
H6（38）31（14．6）13（6．1） 57（26．9）5（2．4） 6（2．8） 60（28．3）12（5．7）28（13．2）212（100．0）
H7（39）40（18．1）17（7．7） 62（28．1）5（2．3） 5（2．3）50（22．6）20（9．0）22（10．0）221（100．0）





























































































































S35（4） 1 1 1 1 2
S36（5） 1 1 1 1 4
S37（6） 2 2 1 1 4
S38（7） 1 1 1 1 2
S39（8） 2 2 1 1 3
S40（9） 2 2 1
S41（10） 1 1
S42（11） 1 1 1
S43（12） 1 1 1
S44（13） 1 1
S45（14） 1 1 1 1 2
S46（15） 2 4 6 1 1 3 5 1
S47（16） 4 4 2 5 7 2
S48（17） 1 1 2 3 5 3 3 1
S49（18） 2 2
S50（19） 2 2
S51（20） 2 2 1 4 5
S52（21） 3 3 2 2 1 1
S53（22） 4 4 1
S54（23） 1 1 1 2 3
S55（24） 1 1
S56（25） 1 3 4
S57（26） 1 1 2 3
S58（27） 1 1 2 2 5 7 1 1
S59（28） 1 1 4 4 8 4
S60（29） 2 2 2 2 1
S61（30） 2 4 1 7 3 6 9 6
S62（31） 3 3 1 1 2 5
S63（32） 1 3 4 3 6 9 1 1 2
H1（33） 2 4 6 3 5 8 1 1
H2（34） 1 3 4 5 4 9 1
H3（35） 2 2 4 3 7 1 1 1
H4（36） 2 1 3 6 2 3 5 4 4 2
H5（37） 1 1 3 5 1 5 6 4 4
H6（38） 1 1 1 3 4 2 6 1 1
H7（39） 1 1 7 9 3 3 1 1
H8（40） 1 8 9 2 4 6 5 2 7 1
H9（41） 1 6 7 2 5 7 2 2 2
H10（42） 1 10 11 1 5 6 2 2
合計 14 43 52 109 47 4 94 145 19 17 36 25 30
10 甘利他：補綴誌の概観一とくに審美的歯冠補綴の変遷について一
冠，継続歯および接着性補綴物に大別し，さらに
ジャケット冠は，レジンジャケット冠，陶材ジャ
ケット冠およびオールセラミック冠に，前装冠に
ついては硬質レジン前装冠，既製陶歯前装冠およ
びメタルボンド冠に，さらに一部被覆冠はラミ
ネートベニアおよび3／4冠ほか，に区分して数
えた掲載論文数をそれぞれ表示した．
　その結果，前装冠に関する論文がユ45編，ジャ
ケット冠に関するものが109編，一部被覆冠に関
するものが36編，接着性補綴物に関するものが30
編および継続歯に関するものが25編となり，前装
冠およびジャケット冠に関するものが，その他の
一部被覆冠などよりも3倍強から7倍弱も多かっ
た．前装冠は昭和43年以降，ジャケット冠は昭和
35年以降，掲載論文数に多少の差はあるが毎巻ほ
ぼ間断なく掲載されている．この理由について歯
科補綴学的に考えてみると，3／4冠やピンレッ
ジなどの一部被覆冠が基本的にブリッジの生活歯
用支台装置を主用途として考案，応用6・ηされたに
もかかわらず，その支台歯形成法や製作術式など
が複雑，困難8）なために，強度や維持力にすぐれ
色調再現も比較的容易な前装冠7・8）にくらべて利用
頻度が少なく9）なった結果，臨床的価値の高い前
装冠についての研究が多くなり，論文数も必然的
に一部被覆冠よりも多くなったものと考えられ
る．また，ジャケット冠は今から110年も昔に長
石質陶材ジャケット冠が開発，考案されて以来，
審美的歯冠補綴物として応用されてきたが強度が
弱く信頼性に欠け1ωていた．しかし，一方で金属
を一部用いた前装冠や可視歯質表面の一部保存を
前提とした一部被覆冠に比べて審美的回復の容易
なジャケット冠について，こうした材料的欠点の
改良，工夫が絶えることなく加えられ，いわゆる
オールセラミックタイプのジャケット冠へと移行
しつつあり1’），必然的にこの種の掲載論文が多く
なったものと考えられる．接着性補綴物は基本的
には接着性レジンセメントを用いたものといえる
が，歯面と金属面の両方への接着性補綴物は1975
年に増原らによって開発された原理2｝を応用した
もので，歯質切削量を極力少なくしブリッジの支
台装置としての審美的利用を目的の一つとしたも
のである．したがって，本稿では審美的補綴物と
してジャケット冠，前装冠や一部被覆冠などの一
般的歯冠補綴物の分類方法に加えて，とくに区分
し，その推移をみた．日本補綴歯科学会雑誌に掲
載されたのは，昭和53年（1978年）が初めてで以
降，昭和57年から平成4年にかけて集中的に掲載
されているが，平成5年以降は急減し，ブリッジ
の支台装置としての日本補綴歯科学会雑誌におけ
る，いわゆる接着性ブリッジの学問的投稿価値が
低くなっている傾向は否めない．これは一つには
接着力そのものがある程度結論づけられ，補綴物
の主たる維持力はセメントの接着力に頼るのでは
なく，支台歯形態と補綴物の適合性にあることが
改めて認識され，投稿先雑誌としての価値が減じ
たことが一因として考えられるが，一方で接着に
関する専門学会雑誌である接着歯学や歯科材料学
的に関係の深い歯科材料・器械などに日本補綴歯
科学会の所属会員が研究論文を選択的に投稿し，
掲載されていることも考えられ，一概に日本補綴
歯科学会会員の研究意欲が減じたということには
つながらない．したがって接着性補綴方法そのも
のは接着性レジンセメントのより一層の改良，改
善によって，ますます臨床応用されていくものと
予見できる．最も掲載数の少ない継続歯は昭和48
年まで少数ではあるが，ほぼ間断なく掲載されて
いる．しかし，それ以降は1編を除き掲載論文は
みられない．臨床的にも今世紀半ばごろまでは前
歯補綴の主流をなしていた13）が，最近では特殊な
症例を除き14）応用されなくなっている13）．した
がって掲載論文がみられないのも当然のこととい
える．これは歯質削除量の多いことや不平行な複
数歯根支台に応用しにくいことなど，臨床的欠点
が多く歯冠部残存健康歯質が保存でき自由に支台
装置の装着方法を選択できる支台築造を用いた補
綴法に移った自然の理といえよう．
　次にジャケット冠について，これをレジンジャ
ケット冠，陶材ジャケット冠およびオールセラ
ミック冠に区分して検討した結果を述べる．陶材
ジャケット冠には本来，いわゆるオールセラミッ
ク冠も含まれるが，この種の補綴物は従来の長石
質陶材のもつ強度的あるいは製作法的弱点を改善
し，さらに将来的にはメタルフリーのブリッジへ
の適用も視野にいれた補綴物として出現した15）こ
とから，陶材ジャケット冠とは別に区分した．
　レジンジャケット冠に関する論文は陶材ジャ
ケット冠やオールセラミック冠に比べて掲載数が
少ない．これは色調の回復，再現性などや物理的
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性状などが基本的に他のジャケット冠に劣り，臨
床的価値の低評価が研究や投稿意欲を阻害してい
るものと考えられるが，反面，近年に至っても一
定の掲載数がみられるのは昭和40年（1965年）に
モノマーに架橋材を加えた，いわゆる硬質レジン
が開発されて以来，有機質複合フィラーの応用を
経て今日のハイブリット型のコンポジットレジン
に至り，陶材に比べて欠点とされていた耐磨耗
性，変色などに大幅な改善がみられるのと同時に
重合方法も化学重合型から光重合型に改善され，
色調再現性や製作方法が著しく進歩したこと16）な
ど高分子樹脂材料がもつ特有の可能性に対する研
究者の研究意欲によるものと思われる．次に陶材
ジャケット冠について記すと，1889年に長石質の
ものが考案，製作’°）されて以来，現在まで天然歯
色を再現するものとして多用’7）されてきた．しか
し一方で陶材特有の物理的性質である脆い，とい
う欠点を合せ持っている．そこで昭和60年（1985
年）代から，いわゆるオールセラミック冠が開
発，使用され始めるまでは従来型のジャケット冠
の材料成分や製作方法の改良が行われてきた．こ
うしたことを考えると日本補綴歯科学会雑誌発刊
以来，比較的間断なく掲載論文がみられるのは理
解できる．このなかには従来型のものと築盛や焼
成方法がほぼ同じであり，材料成分の変化により
強度の改善を計ったアルミナス陶材ジャケット冠
も含めた．昭和60年代に入ってからキャスタブル
セラミックス，加熱加圧法やCAD／CAM法によ
るいわゆるオールセラミックジャケット冠が次々
と発表’°）されたのを受けて，その理工学的，臨床
的，製作方法的，審美的特徴などを論じた論文の
掲載が急増している．これは，その強度や製作方
法などに従来型にない優れた点があり，臨床に多
用される可能性の高い補綴物として研究者に評価
され掲載数の増加をみたものと考えられる．
　次に前装冠について，これを硬質レジン前装
冠，既成陶歯前装冠およびメタルボンド冠の3種
類に区分した結果を述べる．
　硬質レジン前装冠に関する掲載論文が昭和40年
（1965年）代以降，間断なく比較的多く投稿掲載
されているのは，先にジャケット冠について記し
たように材質的，製作方法的理由によるところが
大きい．換言すれば，硬質レジン前装冠の場合は
金属材料を用いることから，金属アレルギーのお
それが少なく，いわゆる生体親和性も高く，物理
的性質にもすぐれた特徴をもつチタン18）などの金
属材料に関する論文や接着性レジンの開発によっ
て，前装材と金属の結合法を従前のリテンション
ビーズなどによる機械的維持方法からノンリテン
ション法，化学的結合方法19）の応用を可能とする
維持方法に関するもの，さらには金属前装時の色
調再現性2°）に関する掲載論文などからも推し計れ
るように未解決の研究，検討テーマが絶えず多く
残っていたことによるものと考えられる．さらに
臨床的にもブリッジの支台装置として応用でき，
健康保険診療にも適用されていることなどから利
用頻度は極めて高く9），必然的に掲載論文数も多
くなったものと思考できる．したがって，硬質レ
ジン前装冠は今後もさらに改良され，利用頻度の
高い補綴物として価値観を高めていくものと予見
される．次に既製陶歯前装冠についてみると，リ
バースピンポールの既製陶歯付与法21）が昭和47年
（1972年）に掲載されているが，これを含めても
極めて僅かの掲載数で，昭和50年（1975年）代以
降には掲載されていない．これは先に記した硬質
レジン前装冠や後記するメタルボンド冠が臨床応
用され始め，これらに比べて裏層金属との維持方
法，色調再現性や形態付与性などが既製陶歯を使
用するために限界があり，臨床応用されなくなっ
たことが最も大きな理由といえる．掲載論文数の
最も多いメタルボンド冠は昭和25年（1950年）以
降に欧米において実用化がはじまり，昭和35年
（1960年）以降になって現在の基本形が完成22）
し，わが国においても昭和40年（1965年）以降，
日常の補綴臨床で高頻度に利用9）されてきた．こ
の間，日本補綴歯科学会雑誌にも色調再現性23｝，
焼付用金属24や焼付用陶材25）などについて数多く
の研究成果が報告されてきた．これは焼付用金属
に陶材を焼付けて前装するため，ジャケット冠に
比べて色調再現性に劣ることやレジン前装冠に比
べて脆く，製作法も難しいなど改良，改善の余地
が多く残されていた反面，レジン前装冠に比べて
色調再現性にすぐれ，またブリッジの支台装置と
しても利用できるという臨床的価値が極めて高い
ことによる結果と考えられる．オールセラミック
冠などが未だブリッジの支台装置として本格的に
実用化に入っていない現在，メタルボンド冠の臨
床応用は，これからも多用され，一方では製作
12 甘利他：補綴誌の概観一とくに審美的歯冠補綴の変遷について一
法，金属材料や使用陶材などに関する臨床的，基
礎的研究も今後，間断なく続けられ日本補綴歯科
学会雑誌にも掲載されるものと推測できる．
　次に一部被覆冠について，これをラミネートベ
ニアと3／4冠ほか，の一部被覆冠に区分して検
討した結果を述べる．本来，クラウン・ブリッジ
領域における一部被覆冠は3／4冠，ピンレッ
ジ・プロキシマルハーフ冠などブリッジの支台装
置として考案，使用されてきたが，前記したよう
に硬質レジン前装冠やメタルボンド冠に比べて維
持力や審美性に劣る点があり，日常臨床での利用
頻度も少なく掲載論文も必然的に少数であったこ
とから，これらを一括して区分した．一方，ラミ
ネートベニアは，唇面のみを審美的に回復するこ
とを主目的としているという特殊性によるものと
考えられるが，近年は3／4冠ほか，に比べて掲
載論文数が比較的多くみられるので別に区分し
た．
　3／4冠やピン応用支台装置は，失活歯支台歯
を前提とした継続歯が前歯補綴の主流であった頃
に，生活歯に対する支台装置として歯髄との位置
関係2‘吃検討したものや予後調査27）を報告した掲
載論文が少数みられるが，これまでの日本補綴歯
科学会雑誌をみると前装冠に比べて著しく少ない
ことが分かる．これは前記した理由によるもので
あろうことから考えると，今後も臨床で多用され
ることは考えにくい．これらに対して最近10年く
らいラミネートベニアに関する論文が少なからず
みられる．ラミネートベニアの歴史は，比較的古
く昭和4年（1929年）に遡ったいわゆるハリウッ
ドブリッジに始まり，以後，陶材もしくはレジン
を用いて利用されてきたが，唇面のエナメル質内
を切削し，これを被覆回復するという性質上，陶
材を用いてもレジンを用いても脱落，破折しやす
かったり，変色，磨耗しやすかった28｝が，その後，
近年になり前装材と歯質との接着，維持方法とし
てシランカップリング材，象牙質，エナメル質の
トータルエッチング法，プライマー，ボンデイン
グ剤やコンポジットレジンセメントなどが開発さ
れて実用的に臨床応用されるようになった．こう
した過程のなかで日本補綴歯科学会雑誌にも，接
着性レジンセメントがラミネートベニアの色調に
与える影響29）などの論文が掲載されているのもう
なずける．こうしたことから考えると，唇面のみ
の審美的修復を必要とする変色歯や着色歯に対す
る補綴方法としては，臨床的価値は明らかに認め
られ，今後もさらに研究が進み，臨床頻度も多く
なるものと考えられる．
ま　　と　　め
　何事においても，その歴史や変遷を知ることは
現在の事象を考察，理解し，新しい事実の発見や
物事の改良あるいは将来の種々な予測を立てるう
えで大いに役立つことはいうまでもないことであ
る．
　そこで私たちは日本補綴歯科学会会員として，
学会が戦後復刊発行された昭和32年（1957年）第
1巻第1号から昨年の平成10年（1998年）の第42
巻第6号までの日本補綴歯科学会雑誌の投稿掲載
論文から，その概観を私的見解として述べた．と
くにクラウン・ブリッジ補綴を中心に日常の臨
床，教育や研究業務に携わるものとして審美的歯
冠補綴について，その推移，変遷などを述べた．
　第1巻第1号から第42巻第6号までの掲載論文
数は2983編で，この総数に対して累積度数百分率
が50％を超えたのは第31巻，昭和62年（1987年）
のときである．12年前であるが，その後の総論文
数に対する単年度ごとの掲載数比率は，ほぼ4％
くらいで一定している．しかし掲載論文数の多少
は研究者数や補綴誌1号当たりの掲載許容量にも
よるものと考えられ，そのときの学会全体の研究
意欲や実投稿数の全てを反映しているものでない
ことは述べるまでもない．
　また掲載論文を私たちなりに区分した結果，口
腔生理学や歯科理工学と歯科補綴学を関連づけた
ものが多いが，これは歯科補綴学が咬合，下顎運
動や歯科補綴材料などとの関係が，とくに深いか
らであろう．臨床報告，統計調査などは発刊後15
年くらいまでは比較的，数多く報告されている
が，それ以降は少なくなっている．こうしたこと
は大学の研究機関を中心として活動してきた専門
学会の特徴的傾向であろう．一方インプラント補
綴や審美補綴に関するものが最近，増加傾向にあ
るのも時代が求める新しい流れの一つとしてとら
えられる．
　クラウン・ブリッジ補綴にとって審美的歯冠補
綴は不可欠の分野であることから，とくに取り上
げて筆を加えたが，これをまとめるとジャケット
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冠では昭和55年（1980年）前後から，それまでの
陶材ジャケット冠やレジンジャケット冠から箔焼
付陶材ジャケット冠や硬質レジンジャケット冠に
関するもの，また昭和61年（1986年）頃からは
オールセラミック冠に関する論文への移行がみら
れ，最近4年ほどは急増している．こうしたもの
は，これからさらに，いわゆるフリーメタルのク
ラウン・ブリッジとして改良が加えられ応用され
るものと思われる．前装冠では硬質レジン前装冠
が10年くらい前まで応用されていた化学重合型か
ら光重合型に変わり，メタルボンド冠も種々の使
用金属が研究開発され臨床応用されてきたが，そ
れらの発表論文数は昭和44年以来ほほ安定して数
多くみられる．これは依然として前装冠そのもの
に改良の余地がある一方で，いわゆるフリーメタ
ル冠が，未だブリッジの支台装置として確かな認
知が得られていない現在，前装冠の臨床的価値の
高さを如実に示しているものと考えられる．一部
被覆冠では平成3年以来，支台歯形成量の少ない
ラミネートベニアの発表が多くみられるのも特筆
できる．これは唇面のみを主たる補綴対象部位と
する補綴方法が切削量の少ないことや製作方法，
装着材の改良，改善によって臨床でも効果的に応
用できる歯冠補綴物として評価されている結果
で，今後も研究，検討が加えられ論文掲載も続く
ものと推測される．継続歯に関するものは昭和49
年以来，ほぼみられないといってよく，これはポ
ストに維持力を求めているため，装着方向の自由
度が少ないことなど欠点が多く適用範囲が制限さ
れることから，装着方向も自由で維持力も得やす
く，ブリッジや連続固定装置の支台装置としても
適用できるポストコア応用の前装冠など全部被覆
冠に移行したことによるもので，現在の前歯補綴
方法に至った経緯が掲載論文数からも十分に示唆
される．接着性補綴物はブリッジや連結固定装置
に使用される一部被覆性のものであるが，最近15
年前くらいより投稿されているものの最近は減少
傾向にある．これは，歯質切削量の少ないことや
接着力が大きいことなどから，臨床的に利用価値
の高いことが歯科補綴学的に一応，論議の一致を
みたことも一因ではあろうが，一方でさらに専門
的な研究成果が，接着に関する専門学会雑誌に投
稿，掲載されていることにもよるであろう．しか
し，その成果は，いずれまたクラウン・ブリッジ
臨床に還元されることになるのは容易に思考で
きる．これらのことを合わせてまとめると，最
近，15年くらいの間の審美的歯冠補綴の発達は瞠
目するものがあり，今後，さらに進歩し，いずれ
は複雑な治療術式や製作法を用いなくても，健康
な患者本来がもっていた歯を回復できる歯冠補綴
法に到達するものと思考できる．しかし，それは
遠い未来の人たちからみれば，やはり牛歩のごと
く印象づけられるものと思うが，その時々の人た
ちは，その一歩を失敗を恐れることなく歩むこと
が大切なのであろう．
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